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シ
ャ
ー
プ
の
製
品
と
と
も
に
、

事
業
は
変
遷

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
親
会
社
の
障
害

者
雇
用
率
に
子
会
社
で
働
く
障
害
者
数
を
算
入

で
き
る
と
い
う
特
例
子
会
社
制
度
が
一
九
七
七

年
に
で
き
て
、
約
三
〇
年
。
今
日
で
は
一
八
〇

社
を
超
え
た
が
、
そ
の
第
一
号
が
シ
ャ
ー
プ
の

特
例
子
会
社「
シ
ャ
ー
プ
特
選
工
業
株
式
会
社
」

で
あ
る
。
前
身
は
シ
ャ
ー
プ
の
創
業
者
、
早
川

徳
次
氏
が
失
明
軍
人
の
た
め
に
戦
時
中
に
作
っ

た
早
川
電
機
分
工
場
で
、
一
九
五
〇
年
に
合
資

会
社
「
特
選
金
属
工
場
」
と
な
っ
た
。
当
時
、

目
の
見
え
な
い
人
た
ち
が
プ
レ
ス
機
械
を
扱

い
、金
属
加
工
を
行
う
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
、

日
本
の
障
害
者
雇
用
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
一
社
と

言
わ
れ
て
い
る
。

プ
レ
ス
加
工
に
始
ま
っ
た
事
業
は
、
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ
用
部
品
、
電
卓
プ
リ
ン

ト
基
板
、
電
子
レ
ン
ジ
操
作
パ
ネ
ル

の
組
立
、リ
モ
コ
ン
送
信
機
の
生
産
、

Ｄ
Ｂ
Ｓ
チ
ュ
ー
ナ
の
生
産
…
…
と
、

シ
ャ
ー
プ
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事

業
の
発
展
と
と
も
に
拡
大
し
て
き

た
。
一
九
六
三
年
に
「
早
川
特
選
金

属
工
場
」、
七
七
年
に
シ
ャ
ー
プ
の

特
例
子
会
社
、
八
二
年
に
は
現
社
名

と
な
り
、
働
く
人
た
ち
も
、
視
覚
障

害
者
か
ら
聴
覚
障
害
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
。

今
日
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
用
レ
ー
ザ
ー
チ
ッ
プ
の

加
工
、
液
晶
パ
ネ
ル
用
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
ユ
ニ
ッ

ト
の
組
立
な
ど
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

部
品
生
産
を
行
い
、
二
〇
〇
三
年
と
〇
五
年
に

は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
９
０
０
１
も
取
得
し

た
。
五
〇
年
を
超
え
る
社
歴
は
、
日
本
の
製
造

業
の
歩
み
の
よ
う
で
も
あ
る
。

大
阪
市
阿
倍
野
区
の
シ
ャ
ー
プ
特

選
工
業
の
応
接
室
に
は
、
点
字
の
文

学
書
が
本
棚
に
並
び
、
創
業
の
こ
ろ

か
ら
の
製
品
サ
ン
プ
ル
が
飾
っ
て
あ

る
。
社
長
の
馬
郡
ま
ご
お
り

繁
さ
ん
は
シ
ャ
ー

プ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
会
社
勤
務

を
経
て
、
昨
年
三
月
に
着
任
し
た
。

「
当
社
は
、
シ
ャ
ー
プ
本
体
の
事

業
に
直
結
し
た
製
品
を
作
り
続
け
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
デ
ジ
タ
ル
家
電

の
国
内
生
産
の
一
端
を
担
っ
て
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
業
界
の
最
先
端
の

業
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
特
例

子
会
社
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
甘
や
か
し
て
は
く

れ
ま
せ
ん
」

自
助
自
立
。
も
の
づ
く
り
が
海
外
に
シ
フ
ト

し
て
い
る
中
で
、
特
例
子
会
社
と
は
い
え
、
特

別
な
優
遇
は
な
い
。
品
質
、
コ
ス
ト
、
納
期
な

ど
、
発
注
条
件
は
国
内
の
協
力
会
社
と
同
じ
。

ミ
ス
が
あ
れ
ば
、
発
注
は
他
社
へ
切
り
替
え
ら

れ
て
し
ま
う
。

「
与
え
ら
れ
た
経
営
資
源
の
中
で
最
大
限
の

寄
与
が
で
き
る
よ
う
、社
員
に
求
め
て
い
ま
す
。

毎
年
、親
会
社
の
要
求
が
維
持
で
き
て
い
る
か
、

生
産
管
理
体
制
や
品
質
管
理
体
制
の
審
査
が
あ

り
、
合
格
し
な
い
と
継
続
し
て
仕
事
が
発
注
さ

れ
ま
せ
ん
。
四
、
五
年
に
一
度
の
事
業
の
転
換

期
が
き
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
世
代
の
ア
イ
テ

ム
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

取
材
に
同
行
し
て
い
た
だ
い
た
シ
ャ
ー
プ
広

報
室
参
事
の
千
原
康
志
さ
ん
が
一
言
。
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クリーンルーム内で生産が行われている

植田和敏社長付参事

馬
郡
繁
社
長



「
シ
ャ
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
が
、
世
界
中
の
お
客

様
に
ご
信
頼
い
た
だ
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ど
こ
の
工
場
で
作
っ
て
も
、

品
質
は
最
高
、
環
境
に
も
十
分
配
慮
し
て
い
る

と
い
う
状
態
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

専
任
者
を
配
置
。

社
長
と
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
も

現
在
、
社
員
は
一
一
二
人
。
そ
の
う
ち
の
約

半
数
は
障
害
者
で
、
聴
覚
三
五
、
肢
体

九
、
車
い
す
四
、
内
部
二
、
視
覚
一
、

知
的
三
と
、
五
四
人
が
働
い
て
い
る
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
五
年
い
て
、
言

葉
が
通
じ
な
い
と
い
う
経
験
を
し
て
き

ま
し
た
。
赴
任
が
決
ま
っ
た
と
き
、

『
た
い
へ
ん
で
す
ね
』
と
も
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
聴
覚
障
害
者
と
は
日
本
語
で

筆
談
が
で
き
ま
す
の
で
、違
和
感
な
く
、

す
っ
と
入
っ
て
い
け
ま
し
た
。
何
か
あ

れ
ば
、
ケ
ー
タ
イ
メ
ー
ル
で
や
り
と
り

を
し
て
、
比
較
的
短
い
間
に
多
く
の
社

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

社
長
室
を
社
員
に
開
放
し
、
社
長
と
の
メ
ー

ル
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
も
あ
る
。

半
期
に
一
回
、
会
社
方
針
の
徹

底
会
で
は
手
話
通
訳
を
頼
む

が
、
聴
覚
障
害
者
に
は
事
前
に

内
容
を
プ
リ
ン
ト
し
て
配
っ
て

い
る
。

「
以
前
は
原
稿
な
し
で
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
に
き
て
か
ら
は
事
前
に
原
稿
を
配
っ
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
文
字
を
読
ん
で
わ
か
る

よ
う
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
す
る
と
き

は
並
行
し
て
原
稿
が
出
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」社

員
の
平
均
年
齢
は
三
六
歳
。
勤
続
年
数
は

約
一
〇
年
で
、
管
理
職
の
ほ
と
ん
ど
は
三
〇
代

だ
。「

新
し
い
事
業
に
シ
フ
ト
し
た
二
〇
〇
〇
年

ぐ
ら
い
か
ら
、
世
代
交
代
と
業
務
拡
大
で
、
意

識
し
て
若
い
人
た
ち
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。

最
先
端
技
術
の
機
械
操
作
な
ど
は
若
い
人
の
ほ

う
が
得
意
で
す
」

社
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
回
り
を
し
た
と
き
、

自
社
の
障
害
者
雇
用
が
周
囲
に
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

「
特
例
子
会
社
第
一
号
で
、
創
業
者
は
大
阪

府
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
協
議
会
（
現
・
大
阪

府
雇
用
開
発
協
会
）の
初
代
会
長
で
し
た
か
ら
、

障
害
者
ケ
ア
の
専
任
者
を
お
い
て
、
対
外
的
な

活
動
に
力
を
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
社
内

的
に
は
、
若
い
管
理
職
で
は
む
ず
か
し
い
人
間

関
係
の
問
題
も
う
ま
く
解
決
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」

シ
ャ
ー
プ
か
ら
出
向
し
て
生
産
関
係
に
従
事

し
て
い
た
植
田
和
敏
さ
ん
が
昨
年
八
月
の
定
年

を
機
に
、
社
長
付
参
事
と
し
て
障
害
者
担
当
と

な
っ
た
。
障
害
者
た
ち
の
、
い
わ
ば
「
お
父
さ

ん
役
」
だ
。

「
障
害
者
雇
用
関
係
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

や
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
り
、
障
害
者
か
ら
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
者
と
は
筆

談
し
て
い
ま
す
。
手
を
差
し
伸
べ
る
の
で
は
な

く
、
自
立
を
大
事
に
し
て
、
助
け
て
欲
し
い
と

相
談
が
き
た
ら
出
て
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」ろ

う
学
校
の
職
場
体
験
も
受
け
入
れ
て
い
る
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外観検査を担当する
宮本洋子さん

液
晶
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
ユ
ニ
ッ
ト
組
立
の

最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
田
中
裕
美
さ
ん

社員代表としても活
躍する田中利和さん



が
、
採
用
に
苦
労
は
な
い
。
馬

郡
社
長
は
、
社
員
の
家
族
と
の

連
携
を
大
切
に
考
え
て
い
る
。

「
昨
年
四
月
、
聴
覚
障
害
者

が
四
人
入
社
し
た
と
き
に
は
、

ろ
う
学
校
の
先
生
と
相
談
し
て

入
社
式
に
親
も
呼
び
、
職
場
も

見
て
い
た
だ
い
た
ら
、
非
常
に

好
評
で
し
た
。
障
害
者
は
家
族
に
頼
る
面
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
家
族
は
高
齢
化
し
て
い
き

ま
す
か
ら
、
頼
る
比
率
を
少
し
ず
つ
下
げ
て
い

っ
て
あ
げ
な
い
と
、
本
人
に
と
っ
て
も
不
幸
で

す
。
会
社
で
ど
こ
ま
で
真
の
自
立
の
手
助
け
が

で
き
る
か
、
模
索
中
で
す
」

昇
進
・
昇
給
に
障
害
の
有
無
で
差
は
な
く
、

給
料
体
系
は
知
的
障
害
者
も
原
則
同
一
。
取
締

役
に
二
人
、
課
長
に
三
人
の
障
害
者
が
昇
進
し

て
い
る
。
総
務
、
人
事
、
経
理
を
担
当
す
る
管

理
部
課
長
の
上
田
崇
さ
ん
は
、
交
通
事
故
で
足

に
障
害
が
残
り
、営
業
の
仕
事
か
ら
転
職
し
た
。

「
シ
ャ
ー
プ
全
体
と
し
て
、
人
を
大
事
に
す

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も

『
特
選
』
は
早
川
創
業
者
の
志
が
根
づ
い
て
い

る
会
社
で
す
か
ら
、
障
害
者
の
働
き
や
す
い
会

社
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

職
場
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に

建
物
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。
聴
覚
障
害
者
に

は
ラ
ン
プ
の
点
滅
で
知
ら
せ
る
装
置
な
ど
の
配

慮
は
あ
る
が
、
障
害
者
の
た
め
の
特
別
な
工
程

は
な
い
。
レ
ー
ザ
ー
チ
ッ
プ
の
加
工
と
液
晶
パ

ネ
ル
用
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
ユ
ニ
ッ
ト
の
組
立
は
、

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
防
塵
服
で
の
作
業
だ
。
そ

の
姿
か
ら
は
、
障
害
が
あ
る
と
は
わ
か
ら
な
い
。

レ
ー
ザ
ー
チ
ッ
プ
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
の
読

み
取
り
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
い
わ
ば
心
臓
部
に

使
わ
れ
て
い
る
。
外
観
検
査
は
、
一
〇
〇
ミ
ク

ロ
ン
単
位
の
チ
ッ
プ
を
顕
微
鏡
で
見
な
が
ら
、

不
良
品
を
見
つ
け
る
。
三
交
替
二
四
時
間
稼
動

で
、
シ
ャ
ー
プ
の
レ
ー
ザ
ー
チ
ッ
プ
生
産
の
約

三
分
の
一
を
担
う
。

「
最
終
組
立
は
海
外
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

レ
ー
ザ
ー
チ
ッ
プ
の
特
性
検
査
な
ど
は
技
術
の

生
命
線
で
す
か
ら
、
国
内
に
残
し
て
い
ま
す
。

高
い
技
能
が
必
要
な
仕
事
で
、
工
程
に
入
れ
る

ま
で
に
は
六
カ
月
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
」

外
観
検
査
を
操
業
当
初
か
ら
担
当
す
る
ベ
テ

ラ
ン
が
、
宮
本
洋
子
さ
ん
。
入
社
し
て
一
〇
年
。

仕
事
の
進
め
方
を
工
夫
す
る
小
集
団
活
動
の
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
若
手
か
ら
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
。

「
不
良
品
を
出
さ
な
い
よ
う
に
検
査
を
す
る

こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
集
中
力
が
大
事

で
す
ね
。
後
か
ら
入
っ
て
き
た
人
た
ち
に
は
、

き
ち
ん
と
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
頼
ら
れ
る

の
も
う
れ
し
い
で
す
か
ら
、
何
で
も
聞
い
て
欲

し
い
で
す
」

こ
れ
か
ら
も
働
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
健
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
て
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
楽
し

く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
手
話
の
で
き
る
人
が
い
て
、
ス

ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
の
が

う
れ
し
い
で
す
。
社
長
は
明
る
く
て
開
放
的
で
、

話
し
や
す
い
で
す
ね
」
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聴覚障害者のサッカー大会
（デフリンピック）の日本
代表をめざす高橋裕樹さん

入社して24年になる中島重人さん（第一生産部）

簡単な手話で仕事を
進める高橋さんたち

サービスマニュアルを作成する外販部の大西昌弘さん



成
績
優
秀
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
か
ら
正
社
員

に
な
っ
た
田
中
裕
美
さ
ん
。
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
ユ

ニ
ッ
ト
組
立
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
担
当
す
る
。

四
年
前
か
ら
毎
日
の
朝
礼
で
、
手
話
通
訳
も
務

め
て
い
る
。

「
聞
こ
え
る
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
一
番
多
い
部
署
な
の
で
、
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
何
回
も
確
認
し

て
い
ま
す
」

こ
の
部
門
の
「
お
姉
さ
ん
役
」
で
、
休
日
は

子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、
家
事
を
片
付
け
た
り
と

忙
し
い
。

「
家
庭
と
の
両
立
で
忙
し
い
で
す
が
、
ず
っ

と
働
き
続
け
た
い
で
す
」

社
員
代
表
は
、
車
い
す
の
田
中
利
和

さ
ん
。
二
〇
数
年
働
き
続
け
る
ベ
テ
ラ

ン
社
員
で
、
組
合
が
な
い
の
で
、
労
働

協
約
な
ど
を
結
ぶ
と
き
の
経
営
者
側
の

相
手
方
に
な
る
。
社
長
は
、
交
渉
相
手

と
し
て
た
い
へ
ん
話
し
や
す
い
そ
う

だ
。「

障
害
者
に
必
要
な
設
備
の
整
備
と

か
、
製
品
が
通
路
に
置
か
れ
て
い
な
い

か
と
か
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
常

日
ご
ろ
か
ら
気
を
つ
け
て
い
ま
す
」

社
員
の
ス
ポ
ー
ツ
、

社
会
活
動
を
支
援

シ
ャ
ー
プ
特
選
工
業
で
は
、
社
員
の
社
会
参

画
を
積
極
的
に
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会

に
出
場
す
る
際
に
は
特
別
休
暇
や
遠
征
補
助
金

な
ど
で
応
援
し
て
い
る
。

こ
の
一
二
月
、
バ
ン
コ
ク
で
行
わ
れ
る
「
第

一
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ろ
う
者
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
」
の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
の
は
、
バ
ッ

ク
ラ
イ
ト
の
シ
ー
ト
合
わ
せ
工
程
を
担
当
す
る

高
橋
裕
樹
さ
ん
。
北
海
道
出
身
だ
。

「
オ
ー
プ
ン
な
関
西
人
が
好
き
で
、
大
阪
に

き
ま
し
た
。
仕
事
で
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
と
き
に
は
社
長
か
ら
怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
も
っ
と
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
」

「
現
場
の
み
ん
な
で
決
め
た
目
標
だ
か
ら
、

必
ず
守
っ
て
下
さ
い
と
言
い
ま
す
」
と
社
長
。

高
橋
さ
ん
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
。

「
当
面
の
目
標
は
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ

ッ
カ
ー
の
日
本
代
表
で
す
。
社
長
は
理
解
が
あ

る
の
で
、
あ
り
が
た
い
で
す
。
仕
事
と
両
立
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

外
販
部
の
大
西
昌
弘
さ
ん
は
入
社
一
四
年
目

で
、
仕
事
は
サ
ー
ビ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

発
送
な
ど
。
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選

手
と
し
て
も
活
躍
中
だ
。

「
新
規
事
業
に
取
り
組
む
と
き
は
、
新
し
い

こ
と
を
覚
え
る
の
が
た
い
へ
ん
で
す
。
通
勤
は

電
車
で
二
駅
で
す
が
、
最
寄
り
駅
が
階
段
し
か

な
い
の
で
、
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
手
話
は

使
え
な
い
の
で
、
身
振
り
手
振
り
で
話
し
て
い

ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

た
い
で
す
」

中
学
校
の
人
権
教
育
の
一
環
と
し
て
、
中
学

生
に
自
ら
の
体
験
を
話
す
と
き
、
会
社
は
勤
務

と
し
て
認
め
て
い
る
。

「
年
二
・
三
回
、
中
学
生
に
車
い
す
バ
ス
ケ

の
説
明
を
し
た
り
、
人
権
教
育
に
行
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
夢
は
、
次
の
障
害
者

の
た
め
に
も
っ
と
住
み
よ
い
街
に
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
行
動
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

も
う
一
カ
所
、
シ
ャ
ー
プ
平
野
事
業
所
内
で

は
、
一
五
人
の
障
害
者
が
携
帯
電
話
の
修
理
を

行
っ
て
い
る
。受
付
か
ら
返
却
ま
で
四
八
時
間
。

朝
、
工
場
に
入
る
と
、
夕
方
に
は
修
理
を
終
え

る
。「

生
産
は
海
外
に
シ
フ
ト
し
て
も
、
需
要
は

国
内
で
す
。
一
定
の
比
率
で
必
ず
残
る
仕
事
で

す
か
ら
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
携

帯
電
話
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な
い
若
い
人
た

ち
が
多
い
の
で
、
時
間
的
な
要
求
は
厳
し
く
、

土
日
も
シ
フ
ト
勤
務
で
す
。
ス
キ
ル
が
必
要
で

す
か
ら
、
習
熟
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
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携
帯
電
話
の
修
理
･
検
査
、
後
輩
た
ち
の
指
導
に
と
活
躍
す
る

竹
元
義
人
副
主
任

携帯電話の修理･サービスを行う
平野事業所



す
」一

日
約
二
〇
〇
台
。
組
立
は

聴
覚
障
害
者
、
通
話
、
音
声
テ

ス
ト
は
健
常
者
、
パ
ー
ツ
の
準

備
作
業
な
ど
は
知
的
障
害
者
が

担
当
す
る
。
携
帯
電
話
に
は
個

人
情
報
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
お

り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
き
も

あ
る
の
で
、
神
経
を
使
う
。

副
主
任
の
竹
元
義
人
さ
ん
は

入
社
し
て
四
年
。
ラ
イ
ン
管
理

担
当
だ
が
、
忙
し
い
と
き
は
検

査
も
担
当
し
、
後
輩
に
組
立
の

指
導
も
す
る
。

「
修
理
は
、
機
種
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
む
ず
か
し
い
で
す

ね
。
お
客
様
か
ら
ク
レ
ー
ム
が

つ
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

い
ま
す
」

平
野
生
産
部
取
締
役
部
長
の

山
本
競
さ
ん
は
、
シ
ャ
ー
プ
特

選
工
業
と
と
も
に
歩
み
、
勤
続
四
〇
年
を
超
え

た
。「

目
の
悪
い
人
が
プ
レ
ス
作
業
を
し
て
い
て
、

最
初
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
仕
事
は
ど
ん
ど

ん
変
わ
っ
て
伸
び
て
き
ま
し
た
が
、
な
つ
か
し

い
の
は
ま
だ
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
入
社
当
時
、
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
新
し
い
仕
事
に
取
り
組

ん
だ
と
き
で
す
」

そ
の
ほ
か
、
勤
続
二
四
年
の
中
島
重
人
さ
ん

は
じ
め
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん

に
感
謝
で
す
。

本
体
の
障
害
者
雇
用
率
も

二
％
超

シ
ャ
ー
プ
の
障
害
者
雇
用
率
は
二
・
〇

二
％
。
人
事
本
部
人
事
部
採
用
担
当
部
長
の
福

島
隆
史
さ
ん
は
長
年
、
技
術
畑
を
歩
ん
だ
後
、

人
事
部
に
異
動
し
た
。

「
障
害
者
雇
用
を
と
く
に
意
識
は
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
現
在
の
雇
用
率
は
維
持
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
障
害
者
は
通
勤
が
た
い
へ
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
が
不
便
な
事
業
所

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
事
業
所
の
事
情
に
応

じ
て
進
め
て
い
ま
す
。
無
理
を
す
る
と
、
長
い

年
月
の
間
に
ど
こ
か
で
破
綻
が
生
じ
ま
す
の
で
」

シ
ャ
ー
プ
の
経
営
信
条
は
「
誠
意
と
創
意
」。

シ
ャ
ー
プ
本
体
は
、
五
〇
年
間
、
社
員
を
リ
ス

ト
ラ
し
て
い
な
い
。

「
シ
ャ
ー
プ
で
は
戦
後
に
一
度
だ
け
人
員
削

減
が
避
け
ら
れ
な
い
事
態
が
あ
っ
て
、
に
が
い

思
い
を
し
た
の
で
、
雇
用
は
大
事
に
し
よ
う
と

い
う
の
が
、
一
番
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
経
営

は
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

「
職
制
は
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
が
、
上
下

の
壁
は
少
な
い
で
す
ね
」

「
従
業
員
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、
ご
く
自

然
に
で
き
て
い
る
会
社
だ
と
思
い
ま
す
」

「
シ
ャ
ー
プ
は
自
分
た
ち
が
言
う
の
も
変
で

す
が
、『
ま
じ
め
な
人
』『
親
切
な
人
』
が
多
い

で
す
ね
」

同
席
の
み
な
さ
ん
は
同
感
の
よ
う
…
…
。
障

害
者
と
馬
郡
社
長
と
の
か
か
わ
り
方
か
ら
、
シ

ャ
ー
プ
特
選
工
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

よ
さ
も
伝
わ
っ
て
き
た
。

「
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
に
は
、
そ
の
国
、
そ
の

会
社
を
ま
ず
好
き
に
な
ろ
う
と
い
う
の
が
、
私

の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
出
向
し
た
と
き
、
先
輩
か
ら
『
そ

こ
の
会
社
を
第
一
に
。
本
社
を
向
い

て
仕
事
を
し
た
ら
だ
め
だ
』
と
言
わ

れ
、
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
で
す
。
将
来

を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
行
い
な
が

ら
、
障
害
者
の
積
極
的
な
職
場
開
発

を
推
進
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

「
特
例
子
会
社
」
が
設
立
さ
れ
て

半
世
紀
。
第
一
号
の
シ
ャ
ー
プ
特
選

工
業
は
、
親
会
社
の
中
の
一
会
社
と

し
て
、し
っ
か
り
生
き
続
け
て
い
る
。
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シ
ャ
ー
プ
本
社
、
人
事
本
部
人
事
部
採
用
担
当
部
長
の

福
島
隆
史
さ
ん

パーツの準備、発送など
知的障害者も働いている


